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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 6,018 7.3 557 △1.3 623 △11.7 421 △7.0

2025年３月期第１四半期 5,607 11.8 564 11.8 706 22.2 453 18.4

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 480百万円（15.8％） 2025年３月期第１四半期 414百万円（△18.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 38.60 －

2025年３月期第１四半期 41.50 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第１四半期 28,593 21,703 75.9 1,986.53

2025年３月期 28,233 21,529 76.3 1,970.56

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 21,703百万円 2025年３月期 21,529百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － － － 28.00 28.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） － － 29.00 29.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 12,000 0.0 1,250 △17.9 1,370 △20.1 940 △16.8 86.04

通期 25,000 0.1 3,100 0.7 3,340 △1.9 2,270 △4.1 207.77

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 13,109,490株 2025年３月期 13,109,490株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 2,183,932株 2025年３月期 2,183,932株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 10,925,558株 2025年３月期１Ｑ 10,925,591株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）  、  除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細は、添付資料Ｐ.５「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調となりまし

た。一方、米国の通商政策の影響や物価上昇の継続による景気下振れリスクの高まり、金融資本市場変動の影響等

により、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの属する情報サービス業界では、業務プロセスのデジタル化、ビジネスプロセスそのものを変革す

るＤＸ化等の需要が底堅く、ＩＴ投資は堅調に推移いたしました。

このような環境の下、当社グループでは、顧客の多様なニーズに対応するべく、開発手法の調査・研究、技術者

教育や新卒・キャリア採用の強化等に取り組んでまいりました。

このような取組みの結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績については、売上高は6,018百万円（前年同四

半期比7.3％増）、営業利益は557百万円（同1.3％減）、経常利益は623百万円（同11.7％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は421百万円（同7.0％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①システム開発事業

金融・保険、公共・社会インフラ、FA・装置制御等の分野の売上・利益が増加した結果、売上高は4,079百万

円（前年同四半期比7.5％増）、営業利益は403百万円（同1.4％増）となりました。

②システムマネジメント事業

運輸・通信、官公庁・団体等の分野の売上が増加した結果、売上高は1,463百万円（同4.8％増）となりまし

た。一方で、営業利益は115百万円（同4.8％減）となりました。

③その他

その他には、データソリューション事業、プロダクト事業、人材派遣事業を分類しております。データソリュ

ーション事業、人材派遣事業の売上が増加した結果、売上高は475百万円（同13.7％増）となりました。一方

で、営業利益は36百万円（同18.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金並びに仕掛品の増加、売掛金の減少等により、

前連結会計年度末に比べ139百万円増加し20,908百万円となりました。固定資産は有形固定資産及び投資有価証券

の増加等により、前連結会計年度末に比べ220百万円増加し7,684百万円となりました。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ360百万円増加し、28,593百万円となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、短期借入金及び未払金の増加、未払法人税等及び賞与引当金

の減少等により、前連結会計年度末に比べ147百万円増加し3,640百万円となりました。固定負債は退職給付に係る

負債の増加等により、前連結会計年度末に比べ37百万円増加し3,248百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ185百万円増加し、6,889百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金及び有価証券評価差額金の増加、配当金の支払によ

る減少等により、前連結会計年度末に比べ174百万円増加し21,703百万円となりました。

この結果、自己資本比率は75.9％（前連結会計年度末は76.3％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,201,663 16,996,156

受取手形 102,318 170,457

売掛金 4,057,073 3,073,977

仕掛品 197,148 433,537

その他 210,836 234,241

流動資産合計 20,769,041 20,908,371

固定資産

有形固定資産 420,536 529,777

無形固定資産

のれん 133,815 121,650

その他 75,321 81,816

無形固定資産合計 209,136 203,466

投資その他の資産

投資有価証券 5,114,030 5,250,721

繰延税金資産 1,094,220 1,065,058

差入保証金 464,755 471,978

その他 161,362 163,770

投資その他の資産合計 6,834,369 6,951,528

固定資産合計 7,464,042 7,684,773

資産合計 28,233,084 28,593,144

負債の部

流動負債

買掛金 747,614 904,182

短期借入金 － 360,000

未払金 397,592 629,730

未払法人税等 571,227 216,314

未払消費税等 330,473 314,647

前受金 55 55

賞与引当金 1,003,008 539,932

受注損失引当金 98,523 25,146

その他 344,418 650,544

流動負債合計 3,492,913 3,640,552

固定負債

退職給付に係る負債 2,551,734 2,574,192

役員退職慰労引当金 601,787 610,565

資産除去債務 55,217 63,315

その他 1,924 542

固定負債合計 3,210,663 3,248,615

負債合計 6,703,576 6,889,168

純資産の部

株主資本

資本金 653,352 653,352

資本剰余金 488,675 488,675

利益剰余金 21,651,768 21,767,581

自己株式 △1,875,795 △1,875,795

株主資本合計 20,917,999 21,033,813

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 603,960 663,447

退職給付に係る調整累計額 7,546 6,715

その他の包括利益累計額合計 611,507 670,162

純資産合計 21,529,507 21,703,975

負債純資産合計 28,233,084 28,593,144

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 5,607,670 6,018,046

売上原価 4,396,013 4,729,111

売上総利益 1,211,657 1,288,935

販売費及び一般管理費 646,993 731,869

営業利益 564,663 557,066

営業外収益

受取利息 1,420 1,391

受取配当金 148,796 54,776

助成金収入 17,029 7,513

その他 4,188 9,570

営業外収益合計 171,435 73,252

営業外費用

支払利息 337 333

租税公課 1,298 1,332

投資事業組合運用損 842 －

投資事業組合管理料 26,674 3,833

その他 505 1,022

営業外費用合計 29,657 6,523

経常利益 706,440 623,795

特別損失

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 － 0

税金等調整前四半期純利益 706,440 623,795

法人税等 253,078 202,066

四半期純利益 453,362 421,728

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 453,362 421,728

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △37,173 59,486

退職給付に係る調整額 △1,309 △831

その他の包括利益合計 △38,482 58,655

四半期包括利益 414,880 480,383

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 414,880 480,383

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 27,620千円 26,480千円

のれんの償却額 12,165千円 12,165千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
システム開発
事業

システムマネ
ジメント事業

その他

売上高

外部顧客への売上高 3,794,240 1,395,751 417,678 5,607,670

セグメント間の内部
売上高又は振替高

494,409 56,025 175,724 726,159

計 4,288,649 1,451,777 593,403 6,333,829

セグメント利益 397,336 121,197 44,852 563,386

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 563,386

セグメント間取引消去 1,482

全社費用（注） －

棚卸資産の調整額 △204

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 564,663

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日 至2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
システム開発
事業

システムマネ
ジメント事業

その他

売上高

外部顧客への売上高 4,079,834 1,463,178 475,034 6,018,046

セグメント間の内部
売上高又は振替高

536,754 44,485 171,704 752,944

計 4,616,588 1,507,663 646,739 6,770,991

セグメント利益 403,054 115,418 36,633 555,106

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 555,106

セグメント間取引消去 1,500

全社費用（注） －

棚卸資産の調整額 459

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 557,066

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2025年４月１日 至2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月１日

株式会社エヌアイデイ

取締役会　御中

新宿監査法人

　東京都新宿区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 末益　弘幸

指定社員
業務執行社員

公認会計士 高橋　一俊

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社エヌアイデイの2025年４月１日から2026年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益及び包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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